
　手術室における新人教育の検討

一
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1．はじめに

　現在、当手術室の手術件数は平成16年度4270件、平成17年度4615件、平成18年度12．月現在

4880件と著しく増加している。

その中で、平成19年1．月現在、当手術室の手術室看護師32名中、経験年数3年未満の者が50％、5

年未満の者が70％を占めている。経験年数の浅い看護師が多くを占める中、ローテーターを含めた新

人看護師の増加による指導者の不足、及び充分な指導時間の確保が出来ないという現状で、看護の質

を落とすことなく、一定のレベルの看護ケアを提供することが今日の課題となっている。

小西氏は「手術室の効率的運営、安全性の向上、物品管理、協調性の向上、さらに新人教育のために、

手術室におけるパスも今後必要になってくるとおもわれる」1）と述べている。今回経験年数に偏らない看

護ケアを提供することを目標に、全身麻酔、全身麻酔＋硬膜外麻酔の術前・術後のクリニカルパス（以下

CPと省略する）を作成し、器械出し、外回り看護師の役割と行動を明確にすることで新人の看護の質の

向上が図れたのでここに報告する。

H．研究方法

1．研究期間：2005年1月～2006年10月

2．対象：当手術室看護師32名

3．方法：

1）CPに対する独自のアンケートを作成し、経験年数2年目以降の看護師25名にCPに対する意識調査

　　を実施

2）麻酔別CPを作成し、全身麻酔、全身麻酔＋硬膜外麻酔のCPを導入、平成17年度新人7名に2ヶ

　　月間使用後、アンケートを実施

皿．結果及び考察

1）経験年数2年目以降に対するアンケート結果より、有効回答数は25名で有効回答率は100％であっ

た。「CPの活用は看護の質の統一化をはかる上で有効だと思うか」という質問に対し、「非常にそう思う」

12％、「そう思う」68％、「どちらでもない」16％、「そう思わない」4％であった。CPのメリットの多くの理由に

「経験年数に関係なく看護が提供できる」「看護の質の統一化をはかるのによい」等の意見が多くみられ

た。またデメリットの多くに「看護がパターン化し個別性が低下する恐れがある」という意見がみられた。前

田氏は「クリニカルパス＝チェックと安易にとらえてはならない」2）と述べている。そこで私たち看護師が、

患者個々の観察を的確に行い、個別内容やCPに記載のないことについては個人のアセスメントが行え

るようチェック項目に細かい指示を省略した。これにより新人看護師がアセスメントする機会が増え、個別

性を生かした看護に繋がっているのではないかと考える。

　2）今回、新人看護i師に対する術中看護の標準化と看護の質の向上を目的として、麻酔別CPの作成

98



を試みた。一般に手術室のCPは術式別の物が多く、しかもそれらは医療中心のものとなっている。当手

術室で医療を行う診療科は14科と多く、多種多様の術式があり、術式別パスを採用すると煩雑となり、新

人の混乱を招きかねない。また、当手術室では新人が多く、術式別でのまとまった教育が難しいため、今

回は麻酔別のクリニカルパスを作成、導入した。また、チェック方式のCPを採用するにあたり、チェック項

目に抜けがないよう見易さも重視し、縦軸にケア項目、横軸を時間軸とし、患者の状態の変化点・患者状

態に応じた医療行為・看護行為の変化点を考慮し、全体を1枚の表にした一覧形式のオーバービュー

形式とした。（表1）

　作成にあたり、看護行為の内容を整理し、麻酔科医師に協力を得て、看護師以外の観点からの評価、

意見をもらうことでCPに対する視野をより広げることができた。

　アンケートはCPを2ヶ月間使用後に実施した。有効回答数は7名で有効回答率は100％であった。

「CPの活用はあなたのニードに添っているか」という質問に対し「そう思う」71％、「どちらでもない」29％

であった。また、「CPの活用は看護の質の向上につながるか」との質問に対し、「非常にそう思う」14％、

「そう思う」57％、「どちらでもない」29％であった。オーバービュー形式のCPに対しての意見はみられな

かった。CP活用後の意見として、「手術前後の予習・復習にも役立った。」「次にすべきことが明確に記さ

れているため、抜けがなく行動に移せた。」「器械出し介助の時よりも、外回り介助のときにCPの必要性

を感じた。」「手術開始前は非常に忙しいためチェックリストをチェックしながらの作業は難しい。」等があ

げられていた。このことに関しては患者入室後、麻酔導入までの間は、患者の側を離れることでの患者の

不安の配慮もふまえ、手洗い看護師と、外回り看護師の紙面上でのチェックは控え、手術開始後にCP

の記入を実施することにした。入室前の準備については、手洗い看護師と外回り看護師で入室前にチェ

ックし、安全の確認を行うようにした。術中のケアと観察項目のチェックは進行に合わせて実施するよう統

一
した。

　CPの作成、実施は手術室での看護計画がより具体的に観察項目、ケア行動として示されており、アウ

トカムも明確となっている。このことで一定レベルの看護を提供することができると考えられ、今回新人の

CP活用後のアンケート結果より高い評価が得られたのではないかと思われる。また、手術室では約80％

の症例において術前訪問を実施している。特に新人看護師は、患者とのコミュニケーションを図る上でも

積極的に術前訪問を行っている。国徳氏は、「手術治療を要する患者がクリニカルパスにうまくのる（標

準的な経過をたどる）ためには、的確な周術期管理が必要であり、そのためには術前評価が重要であ

る。」3）と述べている。このことより、新人看護師が術前訪問に行き、術前評価を行うことで、術前に十分に

準備を整えて麻酔管理、周術期管理を行え、リスクの多い患者にも対応できたと考えられる。

　CP作成以前は、新人の教育にはプリセプターが初歩的なことから説明を行っていたため、多大な時

間と労力を費やしていた。今の手術室の現状としては、プリセプターの手術介助が終わってからの説明

であるため勤務時間外であることは当然でありながら、居残り業務（17～19時まで）が週に2～3回はある

ため、説明終了までに21時を回る事も少なくはない。しかし、CPを使用しての説明であれば無駄な時間

が省略され、新人はCPを使用することで予習・復習も行えるため教育の観点からも効率的であるといえ

る。今回新人に2ヶ月間実施した中で、全症例とも特に問題なく手術は終了し、バリアンスが発生するに

は至っていないが、福島氏は「バリアンス収集の主目的には単にデータを集めることではなく、医療の質

の向上や効率化、標準化に有用なフィードバックができるかどうかにある」4）と述べているように、より効

果的にCPを使用していくには、今後バリアンスに対する分析も重ね、具体的に細かく設定していくことが

最終目標へのフィードバックに繋がっていくと考えられる。また、小山氏は「看護からみるとバリアンスにこ

そ看護の個別性があり、ここにこそ看護本来の業務がある」5）と述べているように、CPは本来医療看護
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の効率化を目指すための医療の標準化であるが、患者の満足は画一ではなく、個人により異なるためC

Pから逸脱したかのように思える現象に看護ケアを展開しなくてはならない。そこで看護者自身がCPの

適応を判断していく必要があり、看護者の個別性がでてくるのではないかと考える。

IV．まとめ

・全身麻酔、全身麻酔＋硬膜外麻酔の麻酔別のCPを作成した。

・ 新人に2ヶ月間実施したことで、経験年数に偏らない看護ケアを提供し、新人の看護の質の向上につ

　ながった。

V．終わりに

　手術室看護師は患者が入室してから退室するまで手術が安全・安楽に遂行できるように多岐にわたり

準備を整えて手術に携わっており、手術室経験年数による観察項目、記録内容及びケア提供に個人差

が生じてならない。本研究でCPを作成し、器械出し、外回り看護師の役割と行動、各フェーズでの実施

すべき項目が明確となり、業務手順が標準化されたことで、経験年数に偏らない看護ケアを提供すること

ができ、新人の看護の質の向上がはかれたと思われる。

今後の課題としてバリアンスシートを作成し、バリアンス分析を重ね、検討・改善を行うことが重要である

と考える。特に術後訪問の実施が検討される中で、術後訪問で、その患者の術後合併症の情報などと組

み合わせることで、新たなエビデンスに繋がるバリアンス分析が比較的容易に可能になると考えられる。

また、CP内にアウトカム・中間アウトカムを明記し、看護師がケア計画の目的や、計画によって患者がど

のような状態になればよいのかが理解でき、それらを達成するための行動から、自分の行った看護を評

価でき、手術看護を充実させることができるようにしたいと考える。また麻酔科別だけではなく、各術式に

おける医療・看護の特徴を抽出し、術式の特徴をオプションパスとして加えるなど、幅を拡げたCPを展開

していきたい。
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